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名，精神障害は 189名，自殺・自殺未遂は 58名と増加傾向である（Figure 1-3）．欧州地


















































































































































































































照時間は，過去 10 年間の平均で年間約 1881 時間，冬季は 530 時間となっている．冬季
の日照時間においては東京と差が大きくイギリスは極端に冬季の日照時間が短い．イギ
リスの冬季の日照時間は夏季の日照時間の約 3 分の 1 しかなく，季節による日照時間の
変化が大きい．（Figure 1-4）英国には，このような季節による変化が大きく，そのた
めに季節性感情障害（Seasonal Affective Disorder:以下 SAD）という季節性のうつ病に














中心になされ，アメリカ精神医学会（Diagnostic and Statistical Mannual of Mental 
Disorders： DSM-V)の特定不能の抑うつ障害－季節型や国際疾病分類第 10 版
(International Classification of Diseases- 10th：ICD-10)の季節性感情障害とし
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て分類されている．  
Rosenthal（1987）は，集団調査用や臨床上のスクリーニングのために季節に伴う変化
を測る尺度を開発した．これは季節性評価尺度（Seasonal Pattern Assesment 
Questionnaire:SPAQ）と呼ばれ，その中の季節性得点（Global Seasonality Score:GSS）





③心理的ストレス，であるとしている．SAD の発病年齢は，20 歳前半に多く，20 歳代
から 40歳代にかけてがなりやすい時期（Rosenthal 1992）としている．発病は女性に
多く， 欧米においては男性：女性では 1：4 の顕著な性差が見られる．また，SAD は
10 月から 11 月にかけて発症し，症状のピークは 1-2 月頃で，春には自然に寛解する．
SAD は多くの場合は冬季(12 月～2 月)に発症することから「冬季うつ病（winter 
depression）」と呼ばれ，毎年秋から冬にかけてうつ状態を呈し，春に回復する．春
季・夏季発症で毎年夏に繰り返す「夏季うつ病（summer depression）」があるが，春









英国の SAD有病率は，スコットランドで SAD・準 SADは 21.6％（Eagle et al,1998）， 
イギリス中央部においては SADのみで 5.3％（Michalak・Wilkinson・Hood・Dowrick・
Wilkinson, 2003）であるとされている．米国の一般人口を対象とした調査の結果，米
国全体の SAD有病率は 6.1％，準 SADは 14.3％と推定し，緯度が上がるに連れ，SADの
有病率も上がることを指摘している(Rosen, Targum, Terman, Bryant, Hoffman, Kasper, 












れる．（Rosenthal，1989，太田訳 1992）  






Structured Clinical Interview for DSM Disorders (SCID-Ⅰ)による調査の結果，有











気分が悪くなることを報告されている(Kasper, Wehr, Bartko, Gaist & Rosenthal, 
1989)．また，SAD リスクを上げる要因として，ネガティブなライフイベント，ソーシ
ャル・サポートの低さ，女性，non-nativeであると報告があり（Michalak, Wilkinsion, 
Hood, Dowrick, & Wilkinson, 2003），人種によって季節変動に対する脆弱性が異な



























Figure 1-4 1981-2010における平均日照時間の日英比較 
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に，以下の３つの分析を行う．まず，第 3 章第 2 節において，英国に在住する日本人のス
トレッサーを測定するための尺度「海外在住日本人ストレッサー尺度（英国版）」を作成





まず，第 4 章第 2 節において，英国在住日本人の夏季と冬季による精神健康度の違いを
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ること」を目的に以下の 5 つの分析を行う．まず，第 5 章第 2 節において，英国在住日本
人の季節別ストレッサーと精神健康度の関連を明らかにし，第 5 章第 3 節では英国在住日
本人と日本に住む日本人のストレッサー得点について季節による得点の違いを比較検証す
る．第 5 章第 4 節において，英国在住日本人の季節依存性の高さによるストレッサー得点
の違いがないか検証する．第 5 章第 5 節において，英国在住日本人のストレッサーによる
精神健康度への影響について季節ごとに影響性の違いやストレッサーの内容の違いを比較
する．第 5 章第 6 節において，日本と共通するストレス要因による精神健康度への影響に






よる精神健康度の予測ができるか検証する．第 6 章第 3 節では，精神健康度における季節
依存性が重要であるかを明らかにするために日本と比較しながら検証をする. 第 6 章第 4
節では，英国在住日本人の季節依存性の高い群と低い群における 12か月の気分・行動の変
動について違いを明らかにする．第 6 章第 5 節では，英国在住日本人の季節性変化の受け
やすい人の属性の特徴を明らかにする．第 6 章第 6 節では，季節性変化と属性が精神健康
度との関係を日英比較から検証する．  
研究 5 では，「英国在住日本人の精神健康度に効果的な支援のポイントを質的に探索す
ること」を目的に以下の 3 つの分析を行う．まず，第７章第 2 節では，英国の在住者また
は在住経験者によるインタビュー調査から季節変動についての感じ方を検証する．第 7 章
第 3 節では，英国在住日本人がストレスを感じる時期について検証する．第 7 章第 4 節で
は，精神健康度に影響するストレッサー「精神的な負担」についてインタビュー調査から
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第２節 本論文の構成 
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研究３ ストレッサーの季節性変化の影響 －日英の比較から -
第６章 英国在住日本人おける季節性変化の影響
研究４ 季節性変化の重要性
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第３節 本研究の使用用語と尺度 
本研究で使用する用語は以下の通りと定義する． 
• 海外在住日本人 ： 海外に 6か月以上長期滞在する日本人 
• 英国在住日本人 ： イングランドに 6か月以上の長期滞在する日本人 
• 高緯度 ： 北緯 50度を超える北極に近い寒冷地域       
• 季節性変化 ： 日照時間から生じる環境的な変化 
• 季節依存性 ： 季節性変化の自覚的な感じ方, SPAQ-GSS得点で評価 
• 夏季 ： 6月～ 8月    







（0点）」の 3件法．本研究 1で作成． 
 
2．General Health Questionnaire 28(GHQ28): 日本語版精神健康調査票（28項目 4件法）  
General Health Questionnaire 28（以下 GHQ28）は Goldbergによって開発された尺度
(Goldberg 1978)．世界中で翻訳されて利用されており，精神健康度の目安を得点幅 0～
84 点で評価できる 4 件法の質問紙である．日本語版精神健康調査票は中川・大坊らによ







3．Seasonal Pattern Assessment Questionnaires (SPAQ) 日本語版  
米国国立精神保健研究所で開発された季節性変化の影響の程度を評価する６パートか
らなる尺度．多くの先行研究で使用されている． Seasonal Pattern Assessment 
Questionnaire（以下 SPAQ とする）は Rosenthal らによって開発された季節性変化によっ
て受ける感情や行動の影響を自己評価する質問票であり，欧米圏では Seasonal Affective 




て変化し得るものとされている．（Rosenthal 1989） SPAQ は季節性依存性のパターンと
季節依存性の程度を問う質問項目など６つのパートに分かれて構成されているが，本研究
の調査で使用するのは季節依存性の程度(Global Seasonality Score；以下 GSS）と気分行
動の変動について問う 12か月表の２つである．  




記入するこれを 0点から 4点で点数化し，合計点数（Seasonality Score；以下 SS）は高得
点者ほど季節の変化が大きいことを示す．総得点の範囲は 0点から 24点であり，一般人の
総得点は 4 点から 7 点となる．8 点から 11 点ならば準 SAD の範疇に入るとされており，11
点以上なら SAD の可能性があるとされている．日本語版は白川ら（1993）によって作成さ
れている．先行研究の多くが使用する季節性うつ病(SAD)の指標であり，季節性変化の影響
の受けやすさを評価できる．得点は 0～24 点．準 SAD は 8～10 点，SAD は 11 点以上とされ
ている． 
本研究の研究４④の分析では高群は 9点以上，低群は 8点以下に分けて分析を行った． 






4．The Center for Epidemiologic Studies Depression Scale(CES-D)(20項目 4件法) 
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答は，その症状が調査前 1 週間にどれくらい出現していたかという頻度で，「1.まれに～
なし（1 日未満）」を 0 点，「2.いくらか～少しあった（1～2 日）」を 1 点，「3.時に～
まあまあ（3日～4日）」を 2点，「4.ほとんど～いつも（5～7日）」を 3点として算出す
る．質問 4，8，12，16 の 4 項目は陽性を評価するための反転項目となっているため，1 を
















法は各項目 0 点～3 点の 4 件法であり，各下位尺度の得点範囲は 0 点～18 点となる．判断
基準は，反転項目なしの「全くちがう」＝0点，「いくらかそうだ」を 1点，「まあそうだ」









関係の理論モデル（Human Ecological Model）を参考にし，第 3節で説明した尺度をモデル
内に位置づけて考えた．このモデル図は下光（1992）によって紹介されたレビのモデル図
の日本語版を基にしている. 






















   
   【2011-177】季節性環境変化が海外在住日本人の抑うつ症状に与える影響 
   【2015-57】英国長期滞在者の滞在環境とストレスに関する調査 






Figure 2-2 人間と環境との関係の理論モデル（下光(1992)の図を改変） 
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第２節 海外在住日本人に特有なストレッサー【研究１】① 
 
【 目 的 】 
英国在住日本人が英国生活で感じる特有なストレッサー項目を抽出する． 
 







英国に在住する 18歳以上の日本人男女 30名 
調査時期  
   2006年 7月 
 調査場所 
  英国ロンドン市内 
追加項目の抽出方法 
日常苛立事尺度と併用して本調査で使用するため，日常苛立事尺度の構成概念である，
Lazarus R.S.＆ Cohen J.B.(1977)の考え方に基づいた「日常生活で生じる持続的，慢性
的，主観的な性質をもつストレス源」を参考にし，日常苛立事尺度とは異なる項目のみを
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【 結 果 】 
回答者データ 
回答者は 30名であり，その内訳は以下のとおりであった．(男性 11名，女性 19名，年
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・ 言葉の問題 ・ 言葉の壁
・ 言語 ・ 英語
・ 英語で話すと思考能力が低下する




















































・ 当然の対応を怠る ・ 店員の対応の悪さ
・ 客サービスがひどい ・ サービスが悪い
・ サービスの概念がない ・ サービスの欠如
・ 公共サービスの質が悪い ・ 公共施設が汚い
・ 仕事が遅い ・ レジが遅い
・ セールスの電話が多い ・ 言い訳ばかりをする
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第３節 海外在住日本人ストレッサー尺度（英国版）の作成 【研究１】② 
 




【 方 法 】 
調査対象者 
英国に在住する 18歳以上の日本人男女 369人（男性 142名，女性 227名 平均年齢＝37.91
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② 海外在住日本人ストレッサー尺度（英国版）原案  
日常苛立事尺度 34項目（Table7）と予備調査で得られた追加 13項目を合わせた 47項
目を「海外在住日本人ストレッサー尺度（英国版）」の原項目とした．47 項目の内容は  
Table 3-1に示した． 
 











度を 4段階に評価する．(Table 3-2) 
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の項目がないかどうかを検討した． 
  b. Good-Poor分析  
合計得点から上位 25%群（28点以上），下位 25%群（9点以下）における各質問の平
均値をｔ検定で検討した． 
  c. Item-Total（項目‐全体）相関分析 








- 34 - 

















































- 35 - 
【 結 果 】 
1. 海外在住日本人ストレッサー尺度（英国版）の開発 
有効回答の 369名のデータで解析を行った． 








   b. Good-Poor分析  
合計得点から上位 25%群（28点以上），下位 25%群（9点以下）における各質問
の平均値をｔ検定で検討したところ，すべての項目に有意差が見られた． 
   c. Item-Total（項目‐全体）相関分析 
     項目全体得点と各質問項目の相関係数を求めたところ,すべての項目に有意な
相関が見られ，著しく低い相関係数は見られなかった．（α＝.28～.57） 
 













各因子はその内容から，第 1 因子「日常生活環境」，第 2 因子「精神的な負担」
第 3因子「人生の充実度」，第 4因子「家族の健康と将来」，第 5因子「対人関係」，
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第 6因子「言語コミュニケーション」と名づけられた． 
抽出された因子，それに含まれる項目と各項目の因子負荷量および因子間相関係数
をまとめたものを Table 3-4に示した． 
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項目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ
Ⅰ．日常生活環境（α=.85) 
41．生活する上での利便性のこと .68 -.01 -.09 -.04 .02 .15 .51
38．イギリスの交通機関のこと .65 .12 -.11 -.15 .08 -.08 .34
45．食事のこと .63 -.03 .04 -.03 -.01 .15 .50
43．娯楽のこと .60 .03 .11 -.15 -.06 .05 .38
47．治安のこと .60 .01 .03 .11 -.02 -.10 .39
44．天気や気候のこと .59 -.14 .08 .02 .06 .06 .43
46．イギリス経済のこと .59 -.15 .07 .10 .03 -.13 .37
39．イギリス人の時間感覚のこと .59 .12 -.15 -.03 .08 -.02 .33
42．医療のこと .50 .04 -.07 .13 -.13 .20 .41
40．家に修理に来る職人の仕事のこと .44 -.09 -.02 .23 .00 -.07 .28
Ⅱ．精神的な負担（α＝.74)
33．仕事の量が多すぎること -.01 .63 -.14 .10 -.02 -.05 .35
14．今の仕事（勉強）のこと .03 .63 .08 -.12 -.02 .10 .45
28．周りから期待が高すぎること .01 .57 -.11 -.01 .20 -.01 .38
18．どうしてもやりとげなければならないことが控えていること -.02 .54 .05 .11 .03 .09 .43
27．生活が不規則なこと -.02 .50 .00 .11 -.11 .02 .25
 9．職場や取引先の人間関係のこと -.09 .42 .04 -.03 .23 .06 .32
Ⅲ．人生の充実度（α=.72)
19．孤独なこと -.09 -.05 .76 .01 .04 .09 .57
21．異性関係のこと -.07 .17 .68 -.09 -.03 -.08 .47
17．暇をもてあましがちであること -.04 .27 .56 -.08 .13 .03 .27
20．生きがいが持てないこと .02 -.10 .52 .18 .02 .08 .39
25．自分の外見や容姿に自信が持てないこと -.06 .15 .47 .14 .01 .08 .40
 8．収入が少ないこと .26 .21 .43 -.08 -.11 -.21 .34
 5．出費がかさむこと .21 .08 .36 .12 -.07 -.08 .29
Ⅳ．家族の健康と将来（α=.75)
 2． 家族や親族の将来のこと -.03 -.07 -.06 .82 -.04 -.02 .57
 4．家族の健康のこと -.04 .13 .04 .63 -.11 -.05 .40
 3．自分の健康のこと .00 .14 .03 .51 -.02 .05 .36
 7．家族に対する責任が重すぎること .01 .08 .01 .49 .18 -.07 .35
10．家族との人間関係のこと .11 .00 .08 .42 .10 -.05 .32
13．毎日の家事，育児のこと .06 -.05 -.12 .36 .12 .28 .30
Ⅴ．対人関係（α=.70)
29．陰口をたたかれたり，噂話をされること .05 -.06 .06 -.04 .70 .00 .51
16．義理の付き合いをしなければならないこと -.02 -.02 .06 .09 .61 .02 .45
15．他人に妨害されたり，足を引っ張られること .03 .20 -.06 -.01 .56 -.14 .38
22．友人関係のこと .05 .04 .23 -.05 .37 .09 .33
Ⅵ．言語とコミュニケーション（α=.81)
35．コミュニケーションのこと .04 .11 .04 -.06 -.04 .79 .68
37．言語のこと .03 .00 .01 -.02 -.02 .78 .61
因子負荷量2乗和 7.31 2.32 1.31 1.18 1.03 .93
寄与率（％） 20.88 6.64 3.73 3.32 2.93 2.66
因子間相関係数      Ⅰ  -
Ⅱ .28 -
Ⅲ .45 .47 -
Ⅳ .47 .29 .41 -
Ⅴ .27 .41 .43 .32 -
Ⅵ .47 .21 .36 .34 .26 -
因子負荷量
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 因子分析では６つにまとまった．このうち第 1 因子「日常生活環境」と第 6 因子「言語
とコミュニケーション」は全て予備調査で得られた項目で構成されている．これらは英国
生活にのみ感じるストレッサー項目として考えることができる．それ以外の第 2 因子「精






- 41 - 
第４節 信頼性と妥当性の検討【研究１】③ 
 




【 方 法 】 
調査対象者 
英国に在住する 18歳以上の日本人男女 369人（男性 142名，女性 227名 平均年齢＝37.91















① 海外在住日本人ストレッサー尺度（英国版）(35項目 3件法)  
方法 2で作成した上記の尺度の 35項目の得点を分析に使用する 
② Stress Response Scale-18(以下 SRS-18とする)(鈴木他 1997；18項目 4件法) 
③ The Center for Epidemiologic Studies Depression Scale（以下 CES-Dとする 
(Lenore S.Radloff 1977:20 項目 4 件法，日本語版 CES-D 島悟・鹿野達男・北村俊則・浅
井昌弘 1985：20項目 4件法) 
分析方法 
(1)海外在住日本人ストレッサー尺度（英国版）の信頼性の確認 
尺度の信頼性は Cronbach α係数を求め分析を行った．   
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【 結 果 】 
 (1) 信頼性の検討 
 Cronbach のα係数を算出したところ，α係数は Table 3-4 に示したように全体で.90
の高い数値が得られ，内的整合性は高いと判断した．各因子別のα係数は，第 1因子：.85，
第 2 因子.74，第 3 因子：.72，第 4 因子：.75，第 5 因子：70，第 6 因子：.81，とな
り，概ねどの因子も高い数値が得られ，内的整合性が認められた．  
したがって本研究で作成された海外在住日本人ストレッサー尺度（英国版）は高い

















国の得点に有意な差が示された（合計得点：F(3,370)=9.19, p<.001， 第 1因子（日












「精神的な負担」第 3因子「人生の充実度」，第 4因子「家族の健康と将来」，第 5
因子「対人関係」，第 6因子「言語コミュニケーション」）を外生的潜在変数，各因
子に含まれた合計 35項目を内生的観測変数とする確認的因子分析を行った． 
採用したモデルの適合度については，Goodness of Fit Index(適合度指標：GFI)，
Comparative fit Index( 比較適合度指標：CFI)，Adjusted Goodness of Fit Index(修



















Table 3-5 海外在住日本人ストレッサー尺度（英国版）と CES-D，SRS-18 の相関係数 
 
n=369 
   
 
Total .58 ** .67 **
  I.　日常生活環境 .31 ** .42 **
  Ⅱ.　 精神的な負担 .46 ** .46 **
  Ⅲ.　人生の充実度 .58 ** .58 **
  Ⅳ.　家族の健康と将来 .43 ** .52 **
  Ⅴ.　対人関係 .38 ** .43 **
  Ⅵ.　言語とコミュニケーション .28 ** .38 **
** p < .01
CES-D SRS-18










英国 100 18.78 11.47
北欧 65 13.32 8.50
東南アジア 61 13.21 8.86
日本 148 12.14 10.31
英国 100 5.65 4.19
北欧 65 3.88 4.24
東南アジア 61 3.57 3.82
日本 148 2.30 2.92
英国 100 2.45 2.32
北欧 65 2.25 1.94
東南アジア 61 2.20 2.48
日本 148 2.66 2.68
英国 100 2.44 2.50
北欧 65 2.08 2.05
東南アジア 61 2.00 2.22
日本 148 2.32 2.72
英国 100 3.29 2.52
北欧 65 2.52 2.46
東南アジア 61 3.10 2.51
日本 148 3.05 2.70
英国 100 1.39 1.63
北欧 65 1.05 1.34
東南アジア 61 .89 1.11
日本 148 1.28 1.64
英国 100 1.27 1.11
北欧 65 1.55 1.30
東南アジア 61 1.46 1.10



































n 平均値 S.D. Ｆ値
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第５節 英国在住日本人のストレッサーと属性の関連【研究１】④ 
 




【 方 法 】 
調査対象者 
英国に在住する 18歳以上の日本人男女 547名から回収をした．（回収率 55.14%）欠損値
や不備のあった 53 名を除外し 494 名（平均年齢＝40.70 歳 SD＝8.34）を分析の対象とし
た(有効回答率 50.10％)．男女の内訳は，男性 124名（男性平均年齢 41.15歳 SD=8.99 ），
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② 海外在住日本人ストレッサー尺度（英国版）(35項目 3件法)  
研究１②で作成した上記の尺度の 35項目の得点を分析に使用する 
分析方法 










- 50 - 











代 20 代，30 歳代，40 歳代，50 歳代以上）の間の得点差を検討するために一元配置分散分
析を行った．その結果，合計得点（35 項目の合計点数）は年齢によって得点に差が見られ
た．（F(3, 490)＝3.76，ｐ<.01） 







が示され，Tukey 法による多重比較の結果 10・20 代群は他の年代群に比べて得点が高く，
人生を楽しめず充実感が低いことがストレスとなっている可能性が示唆された． 
第 1 因子「日常生活環境」と第 4 因子「家族の健康と将来」，第 5 因子「対人関係」，
第 6因子「言語コミュニケーション」においては，年齢による有意な差がみられなかった． 
 
この結果を Table 3-9に示す． 
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ｎ 平均値 標準偏差 t値 有意確率
男性 124 13.69 10.09
女性 370 16.40 11.14
男性 124 5.05 4.20
女性 370 5.86 4.87
男性 124 2.67 2.54
女性 370 2.21 2.35
男性 124 1.79 2.12
女性 370 2.54 2.52
男性 124 2.24 2.24
女性 370 3.27 2.56
男性 124 .84 1.26
女性 370 1.28 1.62
男性 124 1.10 1.18




















* p <.05     **p <.01














10代20代 47 20.28 10.59
30代 150 16.27 11.73
40代 234 14.71 10.26
50代以上 59 14.66 10.99
10代20代 47 6.51 4.47
30代 150 6.04 5.09
40代 235 5.38 4.57
50代以上 59 5.07 4.49
10代20代 47 3.98 2.78
30代 150 2.13 2.29
40代 235 2.12 2.30
50代以上 59 2.25 2.30
10代20代 47 4.04 2.88
30代 150 2.58 2.72
40代 234 1.90 1.92
50代以上 59 2.25 2.66
10代20代 47 2.89 2.61
30代 150 3.05 2.65
40代 235 3.02 2.46
50代以上 59 3.03 2.46
10代20代 47 1.68 1.91
30代 150 1.24 1.60
40代 235 1.05 1.44
50代以上 59 1.03 1.38
10代20代 47 1.17 1.20
30代 150 1.23 1.13
40代 235 1.23 1.22


























































れた．（「合計得点 F(3, 489)＝4.30，ｐ<.01」「第 2 因子 F(3,489)＝19.86，ｐ<.01」，
「第 3 因子 F(3,489)＝10.66，ｐ<.01」，「第 4 因子 F(3,489)＝6.56，ｐ<.01」，「第 5
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この結果を Table 3-13に示す． 
  












3年未満 165 15.90 10.79
5年未満 103 14.44 10.41
10年未満 103 17.09 11.43
10年以上 123 15.41 11.15
3年未満 165 5.95 4.87
5年未満 103 5.04 4.03
10年未満 103 6.39 5.22
10年以上 123 5.16 4.53
3年未満 165 2.13 2.25
5年未満 103 2.17 2.83
10年未満 103 2.64 2.25
10年以上 123 2.46 2.35
3年未満 165 2.10 2.18
5年未満 103 2.14 2.44
10年未満 103 2.63 2.42
10年以上 123 2.64 2.77
3年未満 165 3.18 2.48
5年未満 103 2.75 2.41
10年未満 103 2.97 2.62
10年以上 123 3.06 2.59
3年未満 165 1.07 1.44
5年未満 103 1.15 1.59
10年未満 103 1.39 1.73
10年以上 123 1.13 1.48
3年未満 165 1.47 1.28
5年未満 103 1.19 1.10
10年未満 103 1.07 1.11





























Table 3-11 海外在住日本人ストレッサー尺度（英国版）の職業における差異 
 
   
学生 28 23.29 11.77
主婦 197 15.62 10.61
フルタイム 210 15.28 11.35
パートタイム 19 15.37 8.55
その他 36 12.61 8.12
学生 28 5.71 3.99
主婦 197 5.85 4.89
フルタイム 210 5.68 4.70
パートタイム 19 5.37 5.43
その他 36 4.56 4.03
学生 28 5.14 2.86
主婦 197 1.51 1.92
フルタイム 210 2.76 2.50
パートタイム 19 2.37 2.06
その他 36 2.00 1.74
学生 28 5.07 3.29
主婦 197 2.14 2.13
フルタイム 210 2.20 2.42
パートタイム 19 2.53 2.39
その他 36 1.89 1.65
学生 28 3.82 3.12
主婦 197 3.55 2.47
フルタイム 210 2.41 2.42
パートタイム 19 3.63 2.50
その他 36 2.50 2.16
学生 28 2.29 2.09
主婦 197 1.17 1.55
フルタイム 210 1.11 1.51
パートタイム 19 .68 0.82
その他 36 .86 1.20
学生 28 1.25 1.08
主婦 197 1.41 1.26
フルタイム 210 1.10 1.14
パートタイム 19 .79 0.92




























































n 平均値 S.D t  値 有意確率
子供あり 291 14.45 10.61 -3.18 n.s.
子供なし 203 17.55 11.17
子供あり 291 5.37 4.67 -1.60 n.s.
子供なし 203 6.06 4.77
子供あり 291 1.75 1.98 -6.37 **
子供なし 203 3.16 2.70
子供あり 291 1.89 2.06 -4.93 **
子供なし 203 3.01 2.79
子供あり 291 3.18 2.54 1.78 * 
子供なし 203 2.77 2.48
子供あり 291 .99 1.44 -3.02 **
子供なし 203 1.42 1.66
子供あり 291 1.26 1.20 1.45 n.s.
子供なし 203 1.11 1.15
合計得点

























n 平均値 S.D. Ｆ値 有意確率 多重比較
独身 113 18.93 11.84
合計得点 既婚 364 14.65 10.41
その他 17 17.29 12.16
独身 113 5.75 4.49
既婚 364 5.62 4.76
その他 17 5.82 5.47
独身 113 3.58 2.71
既婚 364 1.90 2.12
その他 17 3.24 2.91
独身 113 3.85 3.03
既婚 364 1.89 2.04
その他 17 2.41 2.27
独身 113 2.99 2.72
既婚 364 3.02 2.46
その他 17 2.94 2.66
独身 113 1.65 1.86
既婚 364 .99 1.39
その他 17 1.76 1.75
独身 113 1.10 1.16
既婚 364 1.24 1.20



























* p <.05  **p <.01
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傾向が見られた．第 1 因子「日常生活環境」，第 6 因子「言語コミュニケーション」にお
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抑うつ症状を測定する CES-D, SRS-18 を外的基準とし，海外在住日本人ストレッサー尺
度（英国版）の妥当性の検討をした結果，いずれの尺度においても合計得点，各下位尺度
得点すべての組み合わせにおいて有意な相関が得られたため，海外在住日本人ストレッサ









が 30 以上の場合には GFI の値は.90 以上の GFI を得ることは困難であると述べており，本
尺度の場合は，観測変数が合計で 35 あり，この点を考慮すると，本研究で.90 以上の GFI
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【 目 的 】 
 第 2 節では，高緯度地域に暮らす海外在住日本人の精神健康度が季節性変化によって変
動をするかどうかを明らかにすることを目的に以下の分析を行った． 
 
【 方 法 】 
 調査対象者 




調査対象者属性の詳細は Table 4-1，各国の 2回の調査における対象者の数と回収率につ


















 英国  
募集時期：2008年 11月～12月末 
調査時期：冬季 2009年 1～3月末，夏季 2009年 6～8月末 
 英国以外  
  募集時期：2011年 11月～12月末 
  調査時期：冬季 2012年 1～3月末，夏季 2009年 6～8月末 
 
 調査時期と回収した測定尺度の詳細は Figure4-1に示す． 
調査材料 
General Health Questionnaire 28(GHQ-28) 日本語版 28項目 4件法（中川，大坊 1985，
1996） 
分析方法： 
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低: n =66 (62.9%)
中: n =15 (14.3%)















低: n =32 (80%)
中: n =1 (2 .5%)
















低: n =46 (90.2%)
中: n =0 (0%)














低: n =72 (75.0%)
中: n =12 (12.5%)
高: n =12 (12.5%)




































2009 英国 260 233 105 (15.98%)
北欧 68  (63.55%) 44  (41.12%) 40 (18.69%)
東南アジア 89 (63.57%) 57  (51.18 %) 51 (21.25%)
日本 153 (75.74%) 117  (57.92%) 96 (20.55%)
2012
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この結果は Table4-3，Figure4-2 に示す 
  













中央値 平均値 SD z p 値 中央値 平均値 SD z p 値
冬季 23.00 25.47 12.30 23.50 25.53 12.36
夏季 19.00 20.93 10.62 20.00 20.90 8.34
冬季 7.00 7.45 4.16 7.00 6.90 3.84
夏季 6.00 6.29 4.08 7.00 6.08 3.25
冬季 7.00 8.16 4.59 8.00 8.33 4.47
夏季 6.00 6.63 3.99 7.00 6.60 3.20
冬季 7.00 7.31 2.79 7.00 7.30 2.48
夏季 7.00 6.48 2.70 6.00 6.03 2.28
冬季 1.00 2.54 4.20 1.00 3.00 4.24
夏季 0.00 1.54 2.73 1.00 2.20 3.20
中央値 平均値 SD z p 値 中央値 平均値 SD z p 値
冬季 21.50 22.78 9.32 22.00 23.18 9.03
夏季 22.00 22.72 10.49 20.00 21.84 9.42
冬季 6.00 6.77 3.85 7.00 7.04 3.55
夏季 6.50 6.66 3.61 7.00 6.84 4.09
冬季 7.00 7.07 3.78 7.00 7.37 3.03
夏季 6.00 6.9 3.77 6.00 7.33 3.60
冬季 7.00 6.76 2.15 7.00 6.43 1.80
夏季 7.00 6.73 2.52 6.00 6.12 1.93
冬季 1.00 2.18 2.79 1.00 2.33 3.25
夏季 1.00 2.44 3.26 0.00 1.55 2.75














































Figure 4-2 季節による GHQ28合計得点の違い 
- 74 - 





























- 75 - 
第３節 海外在住日本人の気分・行動の変動【研究２】② 
 




【 方 法 】 
調査対象者 
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調査時期 
  英国  
募集時期：2008年 11月～12月末 
調査時期：冬季 2009年 1～3月末，夏季 2009年 6～8月末 
  英国以外  
   募集時期：2011年 11月～12月末 
   調査時期：冬季 2012年 1～3月末，夏季 2009年 6～8月末 
 調査時期と回収した測定尺度の詳細は Figure4-1に示す． 
調査材料： 
 ①フェイスシート 
 ②Seasonal Pattern Assessment Questionnaires (SPAQ)日本語版  
   気分行動の 12か月表より抽出した気分，対人関係，睡眠，体重，食欲の回答 
分析方法：  
得られたデータは統計解析ソフト SPSS23.0J for Windowsを使用して処理をした． 
まず初めに，独立変数を滞在国（英国・北欧・東南アジア・日本）とし，従属変数を 






























月：χ2=16.18, df=3, p<.0016，4月：χ2=11.71, df=3, p<.0083，5月：χ2=50.79, df=3, 
p<.0016，6 月：χ2=97.01, df=3, p<.0016，7 月：χ2=104.48, df=3, p<.0016，8 月：
χ2=46.81, df=3, p<.0016，10月：χ2=21.24, df=3, p<.0016，11月：χ2=44.83, df=3, 
p<.0016，12月：χ2=13.98, df=3, p<.0083）． 
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月χ2=23.43, df=3, p<.0016，5月：χ2=25.23, df=3, p<.0016，6月：χ2=49.66, df=3, 
p<.0016，7月：χ2=28.37, df=3, p<.0016)． 
 マンホイットニーの U検定による多重比較の結果，英国は 6，7月に日本との間に有意に
得点が高く，日本に比べて対人関係が増加し，5，6，7月に東南アジアとの間に有意に得














2月：χ2=10.36, df=3, p<.0016，5月：χ2=10.39, df=3, p<.0016，6月：χ2=14.77, df=3, 
p<.0083，8月：χ2=15.78, df=3, p<.0016，10月：χ2=12.72, df=3, p<.0083）． 











 この結果を Table4-6に示す． 
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④体重 
 各月に各国における体重の差があるかどうかについて分析した結果，1，4，5，8 月に滞
在国群間に有意な差があることが示された（1月：χ2=22.20, df=3, p<.0016，4月：χ2=13.30, 
df=3, p<.0083，5月：χ2=11.94, df=3, p<.0083，8月：χ2=12.02, df=3, p<.0083）． 







 この結果を Table4-7に示す． 
 
⑤食欲 
  各月に各国における食欲の差があるかどうかについて分析した結果，1，5，7，8 月に
滞在国群間に有意な差があることが示された（1月：χ2=13.52, df=3, p<.0083，5月：
χ2=15.48, df=3, p<.0016，7月：χ2=22.43, df=3, p<.0016，8月：χ2=19.09, df=3, 
p<.0016）． 
  マンホイットニーの U検定による多重比較の結果，英国は 7，8月に日本との間で有意
に得点が高くなり，日本に比べて食欲が増加し，5月に東南アジアとの間で有意に得点が
高くなり，東南アジアに比べて食欲が増加することが明らかとなった． 
  北欧は 7月に日本との間で有意に得点が高くなり，日本に比べて食欲が増加し，  
5月に東南アジアとの間で有意に得点が高くなり，東南アジアに比べて食欲が増加するこ
とが明らかとなった．英国と北欧の間には有意な差は見られなかった． 
   この結果を Table4-8に示す． 
 
 














1月 16.18 ** n.s. E<J * E<A * n.s. n.s. n.s.
2月 11.69 n.s.
3月 6.52 n.s.
4月 11.71 * n.s. n.s. E>A * n.s. n.s. n.s.
5月 50.79 ** n.s. E>J ** E>A ** n.s. N>A ** J>A **
6月 97.01 ** n.s. E>J ** E>A ** N>J ** N>A ** n.s.
7月 104.48 ** n.s. E>J ** E>A ** N>J ** N>A ** n.s.
8月 46.81 ** n.s. E>J ** E>A ** N>J * N>A * n.s.
9月 11.35 n.s.
10月 21.24 ** n.s. E<J * n.s. N<J * n.s. J>A *
11月 44.83 ** E>N * E<J ** E<A ** N<J ** N<A ** n.s.
12月 13.97 * n.s. E<J * E<A ** n.s. n.s. n.s.





**p<.0016   *p<.0083
カイ2乗値














1月 16.18 ** n.s. E<J ** E<A** n.s. n.s. n.s.
2月 11.69 ** n.s. n.s. E<A** n.s. N<A ** J<A **
3月 6.52 n.s.
4月 11.71 n.s.
5月 50.79 ** n.s. n.s. E>A ** n.s. N>A ** J>A **
6月 97.01 ** n.s. E>J ** E>A ** N>J ** N>A ** n.s.












**p<.0016   *p<.0083














1月 14.62 * n.s. n.s. E>A ** n.s. n.s. J>A **
2月 10.36 ** n.s. n.s. n.s. n.s. N>A ** J>A *
3月 1.97 n.s.
4月 2.98 n.s.
5月 10.39 ** n.s. n.s. n.s. N<J * n.s. n.s.
6月 14.77 * n.s. E<J ** n.s. N<J ** n.s. n.s.
7月 8.12 n.s.
8月 15.78 ** n.s. n.s. E<A ** n.s. n.s. J<A **
9月 6.20 n.s.
10月 12.72 * n.s. n.s. n.s. N>J ** n.s. n.s.
11月 7.71 n.s.
12月 5.66 n.s.






**p<.0016   *p<.0083












1月 22.20 ** n.s. E<J ** n.s. n.s. n.s. J>A **
2月 3.01 n.s.
3月 1.82 n.s.
4月 13.30 * n.s. n.s. E>A * n.s. n.s. n.s.
5月 11.94 * n.s. n.s. n.s. n.s. N>A * J>A *
6月 3.71 n.s.
7月 4.87 n.s.











**p<.0016   *p<.0083

















5月 15.48 ** n.s. n.s. E>A ** n.s. N>A * J>A *
6月 4.17 n.s.
7月 22.43 ** n.s. E>J ** n.s. N>J * n.s. n.s.










**p<.0016   *p<.0083
カイ2乗値






 （1月：χ2=26.74, df=6, p<.01 2月 2・χ2=29.61, df=6, p<.01，3月は：χ2=16.24, 
df=6, p<.05，4月：χ2=15.13, df=6, p<.05 5月：はχ2=54.25, df=6, p<.01，6月：
χ2=99.29, df=6, p<.01，7月：χ2=119.06, df=6, p<.01，8月：χ2=61.21, df=6, p<.01，
9月：χ2=17.05, df=6, p<.01，10月，χ2=37.21, df=6, p<.01，11月：χ2=58.21, df=6, 




水準の有意な差があると判断した．   
英国では 1，2，12 月に期待値より高く気分が悪くなり，5，6，7 月に期待値より低く
気分が良くなることが示された． 
北欧では 10，11，12月に期待値より低く気分が悪くなることが示された． 




クロス集計表の結果を Figure4-3, 残差分析の結果を Table4-9に示す． 
 
 ②対人関係 
  回答（増える・減る・どちらでもない）別に各月（1-12月）と滞在国とのクロス 
集計表で分析を行った．各月で滞在国による統計的な相違を確認したところ，1，2，5，
6，7，8，10，11，12月で滞在国による違いが明らかになった．（1月：χ2=26.28, df=6, 
p<.01，2月：χ2=26.92, df=6, p<.01，5月：χ2=28.80, df=6, p<.01，6月：χ2=56.95, 
df=6, p<.01，7月：χ2=37.39, df=6, p<.01，8月：χ2=21.62, df=6, p<.01，10月は：













日本では 1 月に期待値よりも高く対人関係が増加し，6，7 月に期待値より低く対人関
係が減少することが示された． 
クロス集計表の結果を Figure4-4, 残差分析の結果を Table4-9に示す． 
 
 ③睡眠 




2=23.10, df=6, p<.01）．7月は滞在国による睡眠の違いに有意な差が示された（χ2=13.81, 
df=6, p<.05）．8月は滞在国による睡眠の違いに有意な差が示された（χ2=19.70, df=6, 













クロス集計表の結果を Figure4-5, 残差分析の結果を Table4-9に示す． 
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 ④体重 
  回答（多い・少ない・どちらでもない）別に各月（1-12月）と滞在国とのクロス 
集計表で分析を行った．各月で滞在国による統計的な相違を確認したところ，1，4，5，
7，8月は滞在国による違いが明らかになった．（1月：χ2=26.03, df=6, p<.01，4月：
χ2=18.97, df=6, p<.01，5月：χ2=14.32, df=6, p<.05，7月：χ2=13.01, df=6, p<.05，



















10，11月で滞在国による違いが明らかになった．（1月：χ2=20.86, df=6, p<.01，5 月：
χ2=22.79, df=6, p<.01，7月：χ2=24.69, df=6, p<.01，8月：χ2=32.84, df=6, p<.01，






水準の有意な差があると判断した．   
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英国では 11月に期待値より低く食欲が減り，北欧では 9月に期待値より高く食欲が増
えることが示された．東南アジアでは 1，10 月に期待値より低く食欲が減り，日本は 1
月，10，11月に期待値より高く食欲が増加することが示された． 
 
クロス集計表の結果を Figure4-7, 残差分析の結果を Table4-9に示す． 
- 89 - 
 


























- 90 - 
 

























- 91 - 
 



























































































1月 1.3 -2.2 * -3.2 ** 3.9 ** 1月 -0.5 -0.2 2.6 * -1.9 1月 -0.1 1.5 -0.5 -0.7
2月 1.5 -2.2 * -1.7 2.3 * 2月 0.3 2.3 * -1.2 -0.8 2月 -1.1 1.5 -0.5 0.1
3月 0.5 -1.2 -1.2 1.7 3月 -1.0 2.7 ** 0.4 -1.8 3月 -0.6 0.7 0.7 -0.8
4月 -0.1 0.1 1.5 -1.5 4月 -0.3 -1.1 0.4 0.8 4月 1.2 -1.3 0.2 -0.1
5月 -0.1 3.4 ** -0.5 -2.1 * 5月 1.8 -3.9 ** -0.9 2.6 ** 5月 2.4 * -1.5 -2.6 ** 2.0 *
6月 -1.5 1.1 2.6 ** -2.3 * 6月 4.6 ** -3.8 ** -4.5 ** 4.1 ** 6月 3.2 ** -1.5 -3.0 ** 1.8
7月 -1.5 -1 4.3 ** -2.3 * 7月 2.4 * -3.1 ** -4.0 ** 4.6 ** 7月 0.2 -2.6 ** 2.0 * -0.1
8月 -0.7 -1.8 3.7 ** -1.7 8月 -0.6 -2.6 ** -0.3 2.8 ** 8月 -1.2 -3.5 ** 3.5 ** 0.2
9月 -0.5 -0.7 1.6 -0.6 9月 -0.5 -1.6 -1.3 3.0 ** 9月 -1.1 -0.8 0.4 1.1
10月 3.8 ** -1.8 -1.7 0.3 10月 -0.1 -1.2 1.6 -0.6 10月 -0.2 -0.5 -0.7 1.2
11月 6.1 ** -3 -3.1 ** 1 11月 0.6 -1.1 0.8 -0.4 11月 0.0 -1.2 -0.2 1.2








1月 1.5 1.2 -1.0 -1.1 1月 -0.9 -2.1 * 3.3 ** -0.9
2月 1.4 -0.1 0.9 -1.9 2月 0.3 -0.8 1.2 -0.9
3月 0.2 -0.1 0.0 -0.1 3月 0.0 1.0 1.2 -1.9
4月 -1.0 3.2 ** 0.0 -1.9 4月 1.5 -0.6 0.5 -1.1
5月 -1.6 3.1 ** -1.7 0.3 5月 1.5 -1.5 -0.2 0.3
6月 -1.2 0.2 * -1.4 2.1 * 6月 0.8 1.3 -1.4 -0.2
7月 0.1 -2.4 * 2.4 * -0.5 7月 0.9 0.4 -1.5 0.6
8月 -0.1 -1.7 4.1 ** -2.5 * 8月 -0.1 0.8 0.4 -0.9
9月 -0.3 -0.6 1.9 -1.1 9月 2.2 * -0.7 -0.4 -0.6
10月 -0.8 -0.9 1.8 -0.5 10月 0.2 -2.0 * 3.1 ** -1.6 は期待値より高い
11月 -0.4 -0.5 -0.7 1.3 11月 -0.5 -1.1 3.3 ** -1.9 * は期待値より低い
12月 -0.6 -0.7 2.0 * -1.1 12月 0.4 -0.8 0.8 -0.5
睡眠時間が減少する
**  p <.01  (r >2.58, r<-2.58) 　　　 *  p <.05 (r >1.96, r<-1.96) **  p <.01  (r >2.58, r<-2.58) 　　　 *  p <.05 (r >1.96, r<-1.96) **  p <.01  (r >2.58, r<-2.58) 　　　 *  p <.05 (r >1.96, r<-1.96)
体重が減少する 食欲が増加する
**  p <.01  (r >2.58, r<-2.58) 　　　 *  p <.05 (r >1.96, r<-1.96) **  p <.01  (r >2.58, r<-2.58) 　　　 *  p <.05 (r >1.96, r<-1.96)
気分が悪い 対人関係が増加する
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第４節 季節依存性の地域比較【研究２】③ 
 






【 方 法 】 
調査対象者 









  滞在国（英国，北欧，東南アジア，日本） 
 ②Seasonal Pattern Assessment Questionnaires (SPAQ) 日本語版  




得られたデータは統計解析ソフト SPSS23.0J for Windowsを使用して処理をした． 
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 尚，この分析では，ｐ値をボンフェローニの補正を行って分析をした．  
 
 この結果を Figure 4-8と Table4-10 に示した． 
  
  

































北欧(n =40) 5.60 5.00
英国(n =105) 6.51 6.00
東南アジア（n ＝51） 2.92 1.00
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【 目 的 】 
英国在住日本人のストレッサーと精神健康度の関係を明らかにする． 
 
【 方 法 】 
 調査対象者  














- 104 - 
調査材料 
① 海外在住日本人ストレッサー尺度(英国版)-研究１で作成したもの：35項目 3件法 
   特有因子：2因子で構成される英国に特有なストレッサー 
第 1因子「日常生活環境」，第 6因子「言語コミュニケーション」 
   共通因子：4因子で構成される日本に共通するストレッサー 
第 2因子「精神的な負担」，第 3因子「人生の充実度」， 
第 4因子「家族の健康と将来」，第 5因子「対人関係」 
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に相関がほとんどなく，夏季は第 1因子に加えて第 3因子「人生の充実度」，第 6因子「言
語コミュニケーション」も相関がほとんど示されなかった． 














 本分析の結果は Table5-2, Table5-3に示した． 
 
  






n % n %
男性 49 18.77 75 32.19
女性 212 81.23 158 67.81
学生 17 6.51 11 4.72
主婦 114 43.68 83 35.62
フルタイム 101 38.70 109 46.78
パートタイム 7 2.68 12 5.15
その他 18 6.90 18 7.73
独身 58 22.22 55 23.61
既婚 196 75.10 168 72.10
その他 7 2.68 10 4.29
あり 163 62.50 128 54.94
なし 98 37.50 105 45.06
平均値 S.D. 平均値 S.D.
85.17 85.53 84.75 83.76
24.75 11.95 21.90 11.24
6.31 4.46 5.47 3.87





冬季（n =261) 夏季(n =233)
     在英月数
     GHQ28合計得点
     GSS得点
     SSJR-UK合計
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第３節 日英ストレッサー得点の季節の違い【研究３】② 
 




【 方 法 】 
 調査対象者 
  6 か月以上英国の在住する日本人男女（冬季 n=261, 夏季 n=233）と日本（首都圏）に















海外在住日本人ストレッサー尺度(英国版：SSJR-UK) 研究１で作成-35項目 3件法 
 特有因子：2因子で構成される英国に特有なストレッサー 
第 1因子「日常生活環境」，第 6因子「言語コミュニケーション」 
 共通因子：4因子で構成される日本に共通するストレッサー 
第 2因子「精神的な負担」，第 3因子「人生の充実度」， 
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【 結 果 】 
ストレッサーの得点は，英国特有のストレッサー項目で構成される因子があるため，日
本との比較は，日本でも感じることのあるストレッサー項目で構成される共通因子（第 2，




第 5因子「対人関係」は得点に有意な差があり(合計得点：t(492)=2.13, p<.05,第 4因子
「家族の健康と将来」：t(492)=2.64, p<.01, 第 5因子「対人関係」： t(492)=2.71, p<.01)，
夏季よりも冬季の得点が高いことが明らかとなった． 






因子「家族の健康と将来」，第 5因子「対人関係」の 2因子であった（英国：第 4因子「家
族の健康と将来」：t(492)=2.64, p<.01，第 5因子「対人関係」：t(492)=2.71, p<.01)． 
 
 本分析の結果は Table5-4に示す． 
 
  










平均値 標準偏差 t値 平均値 標準偏差 t値
冬季 16.71 11.172 12.14 10.31
夏季 14.61 10.59 10.95 9.62
冬季 5.81 4.59
夏季 5.48 4.86
冬季 2.48 2.41 2.66 2.68
夏季 2.16 2.40 2.22 2.54
冬季 2.51 2.57 2.32 2.72
夏季 2.18 2.29 2.21 2.42
冬季 3.30 2.54 3.05 2.70
夏季 2.70 2.46 2.74 2.73
冬季 1.34 1.63 1.28 1.64





冬季 9.62 7.25 9.32 7.64




.76 n.s. - -
イギリス
(冬季n =261, 夏季n =233)
日本















1.46 n.s. .32 n.s.
- - -
- -
  **p <.01　* p <.05
- -
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第４節 季節依存性によるストレッサー得点への影響【研究３】③ 
 




【 方 法 】 
 調査対象者 















（研究 1で作成したもの：35項目 3件法）  
②Seasonal Pattern Assessment Questionnaire - Global Seasonality Score 
 (SPAQ-GSS；日本語版季節性パターン評価尺度-季節性得点：6 項目 5 件法；白川他，
1993） 
 分析方法 
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結果は Table 5-5に示した． 
 
  




Table 5-5 季節依存性の高さによる SSJR-UK得点の違い 
 
  
GSS n Mean S.D. F値 p 値 多重比較
影響が少ない(0～7点) 330 13.35 10.03
やや影響あり(8～10点) 93 18.67 10.82
影響が大きい(11点以上) 71 22.87 11.22
影響が少ない(0～7点) 330 4.93 4.51
やや影響あり(8～10点) 93 6.66 4.48
影響が大きい(11点以上) 71 7.73 5.16
影響が少ない(0～7点) 330 1.95 2.27
やや影響あり(8～10点) 93 2.81 2.37
影響が大きい(11点以上) 71 3.46 2.61
影響が少ない(0～7点) 330 1.92 2.16
やや影響あり(8～10点) 93 2.87 2.77
影響が大きい(11点以上) 71 3.68 2.68
影響が少ない(0～7点) 330 2.59 2.28
やや影響あり(8～10点) 93 3.54 2.69
影響が大きい(11点以上) 71 4.28 2.81
影響が少ない(0～7点) 330 .91 1.31
やや影響あり(8～10点) 93 1.46 1.77
影響が大きい(11点以上) 71 2.00 1.87
影響が少ない(0～7点) 330 1.05 1.14
やや影響あり(8～10点) 93 1.33 1.14
影響が大きい(11点以上) 71 1.72 1.26
影響が少ない(0～7点) 330 5.98 5.16
やや影響あり(8～10点) 93 7.99 5.10
影響が大きい(11点以上) 71 9.45 5.70
影響が少ない(0～7点) 330 7.37 6.15
やや影響あり(8～10点) 93 10.68 7.52
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第５節 ストレッサーによる精神健康度への影響の季節比較【研究３】④ 
 





【 方 法 】 














① 海外在住日本人ストレッサー尺度（英国版）- 研究１で作成：35項目 3件法  
特有因子：2因子で構成される英国に特有なストレッサー 
第 1因子「日常生活環境」，第 6因子「言語コミュニケーション」 
   共通因子：4因子で構成される日本に共通するストレッサー 
第 2因子「精神的な負担」，第 3因子「人生の充実度」， 
第 4因子「家族の健康と将来」，第 5因子「対人関係」 
②  Seasonal Pattern  Assessment Questionnaire - Global Seasonality Score 
(SPAQ-GSS；日本語版季節性パターン評価尺度-季節性得点：6項目 5件法；白川他，
1993） 
③ General Health Questionnaire 28（GHQ-28）日本語版 28項目 4件法 
（中川・大坊 1985，1996） 
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 分析方法 
  本研究の統計分析ツールには，SPSS23.0 for Windowsを用いた． 











重決定係数（R 2）＝.27, 標準偏回帰係数（β）=.52, p<.01, 夏季（n=233）: 重決定係










要因標準偏回帰係数（β）=. 51, p<.01， 夏季重決定係数（R 2）=.25, 標準偏回帰係数












=.14, p<.05，家族の健康と将来（夏季）標準偏回帰係数（β）=. 22, p<.05， 対人関係
（冬季）標準偏回帰係数（β）=.13, p<.05，対人関係（夏季）標準偏回帰係数（β）=. 19, 
p<.01）． 
この分析における重決定係数は冬季重決定係数（R 2）=.30, 夏季重決定係数（R 2）=.26
だった． 
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R=. 57  R
2
=.31
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第６節 共通要因による精神健康度への影響の日英比較【研究３】⑤ 
 







【 方 法 】 
 調査対象者 
  6 か月以上英国の在住する日本人男女（冬季 n=261, 夏季 n=233）と日本（首都圏）に





  英国：2008年募集，2009年 1月から 9月下旬に配布回収 
  日本：2011年募集，2012年 1月から 9月下旬に配布回収   











（研究１で作成したもの：35項目 3件法）  
②  Seasonal Pattern  Assessment Questionnaire - Global Seasonality Score 
(SPAQ-GSS；日本語版季節性パターン評価尺度-季節性得点：6項目 5件法；白川他，
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1993） 
③ General Health Questionnaire 28（GHQ-28）日本語版 28項目 4件法 
（中川・大坊 1985，1996）  
 分析方法 
  本研究の統計分析ツールには，SPSS23.0 for Windowsを用いた． 




【 結 果 】 
















  分析の結果は Figure 5-4で図に示した． 
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いいことであると考える．夏季に負担を背負いすぎず，自分の出来る範囲でこなしていく
スタンスは精神健康度を悪化させない工夫になるのかもしれない  
- 131 - 
第７節 多母集団同時分析による精神健康度への影響の比較【研究３】⑥ 
 





【 方 法 】 
 調査対象者 
  6 か月以上英国の在住する日本人男女（冬季 n=261, 夏季 n=233）と日本（首都圏）に
在住する日本人男女（冬季 n=148名，夏季 n=117） 
調査対象者の募集方法 
 調査対象者は，日系民間企業，日系学習塾，日本人交流組織などに調査の依頼をし，
一般住民を募った．調査対象者属性の詳細は Table 5-1に示した． 
 調査時期 
  英国：2008年募集，2009年 1月から 9月下旬に配布回収 
  日本：2011年募集，2012年 1月から 9月下旬に配布回収   











（研究１で作成したもの：35項目 3件法）  
② General Health Questionnaire 28（GHQ-28）日本語版 28項目 4件法 
（中川・大坊 1985，1996）  
 分析方法 
  本研究の統計分析ツールには，Amos 5.0 for Windowsを用いた． 

















































5.34 1.00 0.97 0.01 55.34




12.25 0.99 0.95 0.04 58.25
モデル４　 第３因子のみ同等 1.01 1.00 0.99 0.00 57.01











Table 5-7 夏季モデルの設定とその適合度 
 
  
夏季 条件 ＣＭＩＮ GFI AGFI RMSEA AIC





2.67 1.00 0.98 0.00 54.67










Figure 5-5 多母集団同時分析による日英の比較(冬季) 
  
Ｅ：英国， Ｊ：日本， 数値は標準化推定値














































Ｅ：英国， Ｊ：日本， 数値は標準化推定値*p <.05,   
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英国に在住する 18歳以上の日本人男女 547名から回収をした．（回収率 55.14%）欠損
値や不備のあった 53 名を除外し 494 名（平均年齢＝40.70 歳 SD＝8.34）を分析の対象
とした(有効回答率 50.10％)．男女の内訳は，男性 124 名（男性平均年齢 41.15 歳 
SD=8.99 ），女性 370名（女性平均年齢 40.55歳 SD＝8.11）だった．調査対象者は，
日系民間企業，日系学習塾，日本人交流組織などに調査の依頼をし，一般住民を募った． 
調査対象者属性の詳細は Table5-1（研究 3参照）に示す． 
調査時期： 










① 英国ストレッサー尺度（35項目 3件法） 
②  Seasonal Pattern  Assessment Questionnaire - Global Seasonality Score 
(SPAQ-GSS；日本語版季節性パターン評価尺度-季節性得点：6項目 5件法；白川他，
1993） 
③  General Health Questionnaire 28（GHQ-28）日本語版 28項目 4件法（中川・ 
大坊 1985，1996） 
 分析方法：   
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  この分析の結果を Figure 6-1に示した． 
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【 方 法 】 
 調査対象者 
6 か月以上英国に在住する日本人男女 494 名（男性 n=124,女性 n=370)と日本に在住す
る日本人男女 265人（男性 n=71,女性 n=194） 
 調査対象者の募集方法 
 調査対象者は，英国，日本共に（日系）民間企業，（日系）学習塾，日本人交流組織
などに調査の依頼をし，一般住民を募った．調査対象者属性の詳細は Table 6-1 に示し
た． 
 調査時期 
  英国：2008年募集，2009年 1月から 9月下旬に配布回収 











得点）のみ使用（研究 1で作成したもの）  
② Seasonal Pattern  Assessment Questionnaire - Global Seasonality Score 
(SPAQ-GSS；日本語版季節性パターン評価尺度-季節性得点：6 項目 5 件法；白川他，
1993 
③General Health Questionnaire 28（GHQ-28）日本語版 28項目 4件法 
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(中川・大坊 1985，1996) 
 分析方法 
  本研究の統計分析ツールには，SPSS23.0 for Windowsを用いた． 
 















ーの方が季節依存性よりも影響が大きかった．（[英国]SSJR-UK:β=.45, p<.01, GSS:β=.24, 
p<.01, [日本]SSJR-UK:β=.54, p<.01, GSS:β=.15, p<.01）モデル１からモデル２への変
化は日英いずれもモデル２の方が適合度は上がり，有意な変化が示された（[英国]モデル
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=.23, [日本]SSJR-UK:β=.57, p<.01, GSS:β=.16, p<.05）モデル１からモデル２への変
化は日英いずれもモデル２の方が適合度は上がり，有意な変化が示された（[英国]モデル






かった（[英国]SSJR-UK:β=.36, GSS:β=.28, [日本]SSJR-UK:β=.51, p<.01, GSS:β
=.15,n.s.）．モデル１からモデル２への変化は，英国はモデル２の方が適合度は上がり，
有意な変化が示されたが，日本は有意な差が示されず，（[英国]モデル１：R²=.20, モデ
ル２：R²=.26，p<.01, [日本]モデル１：R²=.33, モデル２：R²=.34，n.s.）． 










この結果は Table 6-3に示した． 
 
  





































Table 6-2 階層的重回帰分析（共通因子のみ）による日英比較 
 
  
SSJR-UK p値 SSJR-UK p値 GSS p値 モデル1 モデル2
英国
(n =494)
.54 ** .45 ** .24 ** .29 .33 .05 **
日本
(n =265)



















SSJR-UK p値 SSJR-UK p値 GSS p値 モデル1 モデル2
冬季
(n =261)
.54 ** .46 ** .23 ** .29 .33 .04 **
夏季
(n =233)
.51 ** .42 ** .25 ** .26 .31 .05 **
冬季
(n =148 )
.64 ** .57 ** .16 * .41 .43 .02 *
夏季
(n =117)
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第４節 季節依存性と気分・行動【研究４】③ 
 
















調査対象者属性の詳細は Table4-1，各国の 2 回の調査における対象者の数と回収率に
ついては Table4-2に示す（研究 2を参照） 
調査時期： 









 ②Seasonal Pattern Assessment Questionnaires (SPAQ)日本語版  
   気分行動の 12か月表より抽出した気分，対人関係，睡眠，体重，食欲の回答 
  ③Seasonal Pattern Assessment Questionnaires (SPAQ) 日本語版  
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Global Seasonality Score (GSS得点)(季節依存性評価尺度）(6項目 5件法) 
分析方法：  
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気分の 7月[t(103)=-3.38, p<.01] 8月[t(103)=-1.78, p<.10] 11月[t(103)=2.92, p<.01]，
対人の 7月[t(103)=-1.28, p<.01]，8月[t(103)=.60, p<.10]，11月[t(103)=.59, p<.01]]，
睡眠の 1月[t(103)=-2.50, p<.05]，2月[t(103)=2.00, p<.05]，7月[t(103)=1.98, p<.05],8
月[t(103)=2.22, p<.05]，体重の 1 月[t(103)=-2.35, p<.05]，6 月[t(103)=2.00, p<.10]
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Figure6-4 英国在住日本人の GSS得点による気分の違い 
** p<.01, ✝ p<.10 
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Figure6-5 英国在住日本人の GSS得点による対人関係の違い 
** p<.01, ✝ p<.10 
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* p<.05, ✝ p<.10 
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【 考 察 】 
英国在住日本人の気分の変化については夏が終わり，日照時間の短縮や天候の悪化が見
られる 11月において GSS高群は低群に比べて気分が悪く，日照時間が長く天候の良い日が
続く 7，8月において GSS高群が低群に比べ気分が良い傾向があることが示された． 
対人関係の変化については，気分同様に 7，8月に GSS高群が低群に比べて良い傾向にあ
り，11月には GSS高群が低群に比べて悪くなることが示された． 



















また，先行研究の日本の調査と比較してみると，気分において 6-7 月，12 月に気分が高
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ると考えられる． 
Rosenthal によると，季節性の影響が強いのは 11 月から 2 月（Rosenthal,1989 太田訳
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第５節 季節性変化を受けやすい属性【研究４】④ 
 




【 方 法 】 
調査対象者 
英国に在住する 18歳以上の日本人男女 547名から回収をした．（回収率 55.14%）欠損値
や不備のあった 53 名を除外し 494 名（平均年齢＝40.70 歳 SD＝8.34）を分析の対象とし
た(有効回答率 50.10％)．男女の内訳は，男性 124名（男性平均年齢 41.15歳 SD=8.99 ），





















 ②Seasonal Pattern Assessment Questionnaires (SPAQ) 日本語版  
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Global Seasonality Score (GSS得点)(季節依存性評価尺度）(6項目 5件法) 
 
分析方法 














 (2) 年齢における差異 
   GSS得点の差は，一元配置分散分析の結果，年齢間で得点に差があり（F(3, 490)＝12.29，




 (3) 職業における差異 






































n 平均値 S.D. t 値/F 値 p 値 多重比較
男性 124 5.08 4.05
女性 370 6.19 4.23
20代 47 8.17 4.20
30代 150 6.79 4.51
40代 235 5.34 3.90
50代 59 4.15 3.46
学生 28 8.50 4.07
主婦 197 6.00 4.10
フルタイム 210 5.68 4.23
パートタイム 19 7.00 5.04
その他 36 4.64 3.48
独身 113 7.12 4.35
既婚 364 5.51 4.05
その他 17 6.71 5.17
子供あり 291 5.69 4.33
子供なし 203 6.24 4.01
短期（24か月以内） 108 5.66 4.16
長期（120か月以上） 123 5.33 3.96
 * p >.05，** ｐ ＞.01
-
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第６節 季節性変化と属性による精神健康度への影響【研究４】⑤ 
 














【 方 法 】 
調査対象者 
18 歳以上で 6 か月以上以下の国に在住する日本人男女のうち，夏季と冬季の両方の調査
に協力した一般住民．英国：105名，日本：96名を分析の対象とした． 
調査対象者属性の詳細は Table4-1，各国の 2 回の調査における対象者の数と回収率につ
いては Table4-2に示す（研究 2を参照） 
調査材料 
 ①フェイスシート 
  滞在国（英国，日本）, 属性(性別，年齢，職業，家族形態，子供の有無，滞在期間) 





得られたデータは統計解析ソフト SPSS23.0J for Windowsを使用して処理をした． 
 被験者内要因として「季節」（対応あり：冬季・夏季），被験者間要因として「属性」
を設定，GHQ28 の得点の違いを２要因分散分析（反復測定）で行った．属性の群わけは性
















節主効果 F(1,103)=9.40, p<.01，年齢：季節主効果 F(1,103)=18.42, p<.01，職業：季節
主効果 F(1,103)=17.20, p<.01，家族形態：季節主効果 F(1,103)=14.40，ｐ＜.01, 子供の























S.D. F p 値 群 群
GHQ28
平均値
S.D. F p 値
男性 23 20.33 2.07 Winter 22.04 2.55
女性 82 24.01 1.09 Summer 18.61 2.21
冬季 24.24 1.44 Winter 26.43 1.35
夏季 20.10 1.25 Summer 21.59 1.17
39歳以下 40 24.94 1.57 Winter 28.15 1.93
40歳以上 65 22.13 1.23 Summer 21.73 1.68
冬季 25.98 1.22 Winter 23.82 1.51
夏季 21.09 1.07 Summer 20.45 1.32
フルタイム 41 22.24 1.56 Winter 25.72 1.55
それ以外 64 23.81 1.25 Summer 21.91 1.33
冬季 25.4 1.24 Winter 25.07 1.93
夏季 20.66 1.06 Summer 19.42 1.66
未婚 25 25.02 2.00 Winter 27.92 2.46
既婚 80 22.63 1.12 Summer 22.12 2.13
冬季 26.31 1.41 Winter 24.7 1.37
夏季 21.34 1.22 Summer 20.56 1.19
あり 64 22.9 1.25 Winter 24.86 1.54
なし 41 23.67 1.57 Summer 20.94 1.33
冬季 25.64 1.23 Winter 26.42 1.93
夏季 20.93 1.07 Summer 20.93 1.67
90か月以下 68 24.46 1.20 Winter 27.56 1.46
91か月以上 37 20.88 1.62 Summer 21.37 1.29
冬季 24.59 1.23 Winter 21.62 1.98




S.D. F p 値
男性 24 20.125 1.758
女性 72 23.625 1.015
冬季 22.01 1.09
夏季 21.74 1.23
39歳以下 34 24.926 1.474
40歳以上 62 21.556 1.092
冬季 23.13 0.992
夏季 23.353 1.103
フルタイム 22 22.318 1.864
それ以外 74 22.88 1.071
冬季 22.938 1.138
夏季 22.259 1.278
未婚 2 25.75 6.18
既婚 94 22.686 0.901
冬季 25.335 3.337
夏季 23.101 3.769
あり 48 21.417 1.248











季節 96 .00 n.s.
家族形態 .24 n.s.
季節 96 .43 n.s.
季節 96 .34 n.s.
職業 .07 n.s.
季節 96 .05 n.s.
年齢 3.38 n.s.
季節 96 .05 n.s.






季節 105 11.21 ** 91か月以上
なし
滞在期間 3.16 ✝ 90か月以下
4.21
子供の有無 .15 n.s. あり
.47 n.s.
季節 105 16.94 **
n.s.
季節 105 14.40 ** 既婚
それ以外
家族形態 1.09 n.s. 未婚
.40
職業 .62 n.s. フルタイム
.65 n.s.
季節 105 17.2 **
1.79 n.s.
季節 105 18.42 ** 40歳以上
季節 105 9.40 ** 女性




性別 2.48 n.s. 男性
.27 n.s.
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第２節 季節性変化の感じ方【研究５】① 
 






【 方 法 】 
 調査対象者 
 英国に 1 年以上過去に滞在していた日本人で帰国後 5 年以内の滞在経験者，または現












  2015年 6～7月 募集 
  2015年 9～11月 インタビュー調査 
 分析方法 
  ○質問紙調査 
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   インタビュー調査は半構造化面接によって対象者が指定した個人情報が保護される
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【 結 果 】 
本調査では，滞在期間が 1 年以上で夏季と冬季を経験した英国に在住する日本人の合計
15 名を対象に分析を行った．そのうちインタビューおよび質問紙に欠損が多かった 1 名を





















KJ法の結果を季節ごとに冬季は Figure7-1，夏季は Figure7-2に図で示した． 
また，気分と活動の季節比較の図をそれぞれ気分 Figure7-3，活動 Figure7-4 に示した． 
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4 女性 既婚 なし 7 15 6 4 32 10 9
6 女性 既婚 なし 6 14 6 0 26 7 12
15 女性 既婚 なし 9 9 7 5 30 15 12
1 女性 既婚 あり 3 10 7 1 21 4 10
9 女性 既婚 なし 7 4 4 0 15 4 12
13 女性 既婚 あり 1 0 6 0 7 0 12
3 女性 既婚 あり 10 7 8 0 25 7 3
5 女性 既婚 あり 4 9 7 1 21 7 4
7 女性 既婚 あり 12 14 12 3 41 7 4
10 女性 既婚 あり 14 14 9 6 43 17 5
11 女性 既婚 あり 5 8 5 0 18 10 1
2 女性 既婚 なし 10 5 6 0 21 6 6
12 女性 既婚 なし 10 9 5 4 28 6 4
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Figure 7-1 季節性変化の感じ方(冬季)  
・ さみしくなった ・ 寂しい感じになる









































・ 外に出ない ・ 予定を入れる
・ 朝が起きにくくなる
・ よく寝る ・ ゆっくり寝る
・ 楽しいことを探す
活動
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Figure 7-2 季節性変化の感じ方(夏季) 
・ 解放感 ・ 気分がよい










































・ 人が遊びにくる ・ 楽しもうとする
・ ビニールプールを出す
・ 新しいことを始める















・ 解放感 ・ 気分がよい










・ 貴重な日と思う ・ 切り替えが早くなる
・ 夏のよさを実感できる ・ うきうきする
夏季の気分
・ さみしくなった ・ 寂しい感じになる
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Figure 7-4 季節による活動の比較 






・ 習い事を始める ・ 外に出ようとする
・ 無理矢理やろうとする
・ 新しいことを始める
・ 体を動かすことが増える ・ 能動的になる
・ 友人に誘われて出かける
・ 遅くまで起きている ・ 楽しもうとする
・ できるだけ日を浴びる ・ 人が遊びにくる





・ 子供がいないと出かけない ・ よく寝る
・ 朝起きるのが難しい
・ 買い物を控える ・ ゆっくり寝る
・ レッスンの後のお茶も暗くてやめる
・ 家で楽しむ ・ 人を招く
・ 誰かの家に集まる
・ 朝が起きにくくなる
・ 雨だと家にこもる ・ 楽しいことを探す
・ 家にこもりがちになる
・ 予定がないと出かけない
・ 外に出ない ・ 予定を入れる
冬季の活動
変化
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第３節 英国在住者が経験したストレスを感じる時期【研究５】② 
 
【 目 的 】 
 第 3 節では英国在住日本人が滞在期間中に経験するストレスが大きい時期についてイン
タビューによる調査から質的に分析を行う． 
調査対象者 
英国に 1 年以上過去に滞在していた日本人で帰国後 5 年以内の滞在経験者，または現在












 2015年 6～7月 募集 










かな場所で 60 分程度行った．面接時にあらかじめ決めた内容の質問項目を IC レコー
ダーで録音し，筆記で記録する．データはストレスを感じた時期について対象者の回
想または現在の生活から聞き取り収集した．インタビュー内容は季節性変化に関する
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内容を抽出してコード化し，KJ法で夏季と冬季に分けて分類して分析を行った． 
  分析内容について医師 1名，臨床心理士 1名に協力を得て確認を行った． 
 
【 結 果 】 
本調査では，滞在期間が 1 年以上で夏季と冬季を経験した英国に在住する日本人の合計
15 名を対象に分析を行った．そのうちインタビューおよび質問紙に欠損が多かった 1 名を
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第４節 英国在住日本人の「精神的な負担」【研究５】③ 
 






【 方 法 】 
調査対象者 
英国に 1 年以上過去に滞在していた日本人で帰国後 5 年以内の滞在経験者，または現在











  2015年 6～7月 募集 
  2015年 9～11月 インタビュー調査 
分析方法 
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第５節 英国在住日本人の「人生の充実度」【研究５】④ 
 






【 方 法 】 
調査対象者 
 英国に 1 年以上過去に滞在していた日本人で帰国後 5 年以内の滞在経験者，または現在
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分析内容について医師 1名，臨床心理士 1名に協力を得て確認を行った． 
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回答者の精神健康度と季節依存性のスコアによる分布は，「人生の充実度がない」とし
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第６節 英国在住日本人のストレス対処の仕方【研究５】⑤ 
 













 英国に 1 年以上過去に滞在していた日本人で帰国後 5 年以内の滞在経験者，または現在
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取った．得られた回答を，修正版グランデッド・セオリー・アプローチ法Ｍ－ＧＴＡ法
（Modified Grounded Theory Approach： M-GTA）(木下．2003)でコード化・分類し，経路
図を作成して考察を行った．M－GTAの手順の詳細は後述した． 
 データは Table7-1に示したように精神健康度を示す GHQ28合計得点のカットオフ 6点を
基準に 6点以下を低群・7点以上を高群とし，季節性変化を示す GSS得点のカットオフ得点
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リーは 17だった．高高群は生成された概念数は 115，中位カテゴリーは 46，上位カテゴリ
ーは 18だった．低高群は生成された概念数は 90，中位カテゴリーは 50，上位カテゴリー
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Table 7-6 M-GTAによる各群の上位カテゴリー分布表 
   










受容する ● ● ● ●
できることをやってみる ● ● ● ●
内省をする ● ● ● ●
比較する ● ● ● ●
計画して行動する ● ● ● ●
人に合わせる ● ● ● ●
天気や季節に合わせる ● ● ● ●
思考を変える ● ● ● ●
相談する ● ● ●
運動する ● ● ●
情報を得る ● ● ●
知識を得る ● ● ●
新しいことを習う ● ● ●
行動しない ● ● ●
食べる・飲む ● ● ●
ネガティブに考える ● ●
主張する ● ● ●
感情を出す ● ● ●
外に出かける ● ●
経済的に解決する ● ●
人に助けてもらう ● ● ●
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状況を受け入れる 慣れるのを待つ 状況を受け入れる 違う感覚を認識する
見守る おおらかさを受け入れる 立場を受け入れる 違いを自覚する







子供のリズム 人に合わせる 友人に合わせる 周りに合わせる









誰かと計画 旅行を計画する 予定を作る イベントに参加する




準備する やってみる 行ってみる 節約する
出来る対処をする 工夫する きままにやる できる活動をする















振り返る 分析する 自分を見つめる 体験談からイメージする




経験と比較する 日本と比べる 日本と比較する 経験と比較する
日本をネガティブにを見る 夫と比較する 人と比較する
経験と比較する
割り切る イギリスの良い面を見る ポジティブに考える イギリスの良さに注目する
ポジティブに考える イギリスをポジティブに評価する ポジティブな面に注目する いい国だと意識する





















































（冬は）自主的な計画をたてる （'夏は）外出する 天気で行動する 夏は活動的になる
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第８章 総合考察 
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